
鶴見山古墳（八女市）
　　　　左手に「鶴見山古墳」と記された古びた案内板が立っている



　中に入って行くと、後円部の墳丘が見えて来た！



　　　　　説明板もあった



八女古墳群を構成する一基/6世紀中頃～後半頃築造の前方後円墳/前方部前面の周溝から武装石人が一体出土し、「磐井の乱」
以後においても筑紫君一族が北部九州、特に福岡県南部地域を中心に大きな影響力を保持していた事を示しており、被葬者は
筑紫君磐井の後継者の一人と思われるという



　後円部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/NTgBwjxYOws


　　周溝の様子が見てとれる



　　　　　アップで見たところ/二段築成の墳丘 📹 video

https://youtu.be/4sW68SALc7Q


括れ部を見たところ/左手が前方部、右手は後円部 📹 video

https://youtu.be/DwcB4dqL8tc


　　　　　こちらが前方部



こちらは後円部/後円部中央から少し括れ部に寄ったところに横穴式石室が開口しているらしい



　　　被葬者は磐井の子「葛子」である可能性が指摘されている/筑紫の君一族の系譜/磐井の後も脈々と生き残っている/八女市岩戸山歴史文化交流館のキャプションより



　　　　　これが武装石人/八女市岩戸山歴史文化交流館の展示



磐井の墓とされる岩戸山古墳から東北東へ約2kmの場所に位置している


